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授業中は、進んで課題に取り組み、自分の考えをもって学習した。

自分の考えを 言葉や文章で表現できた。（朝活や授業で）

自分で考えたり、仲間と交流したりして、粘り強く学習した。

休み時間に、仲間となかよく遊んだり、なかよし班で協力したりした。

仲間のよいところを見つけたり、仲間の気持ちを思いやったりして、大切にできた。

仲間や先生、地域の方に、進んであいさつをした。

めあてや目標など、がんばることを決めてチャレンジした。

自分の役割に責任をもって、なかよし班の子と協力して、「もくぴか掃除」ができた。

安全を考えて生活したり、地震や不審者等から身を守る方法を学んだりしている。

自分には、よいところがあると思う。

先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思う。

将来の夢や目標を もっている。

人が困っているときには、進んで助けている。

いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う。

困りごとや不安があるときに、先生や学校にいる大人にいつでも相談できる。

人の役に立つ人間になりたいと思う。

学校に行くのは 楽しいと思う。

勉強は よく分かる。

仲間と協力するのは 楽しいと思う。

「今日が楽しく 明日もまた来たい学校」になっている。
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～ かしこく やさしく たくましく ～

中小児童学校アンケート R６．１２ 実施

あてはまる どちらかといえばあてはまる

どちらかといえばあてはまらない

あてはまらない

３年生以上で，１２月までの学校生活を振り返るアンケート調査を実施しました。

◇【１４】「いじめは、どんな理由があってもいけないことだと思う」は、達成率が９８％でした。教育活動全体を通じて、自他の生命がかけがえのないことや人を傷付ける行為は

絶対許されないことなどについて、具体的な場面で繰り返し伝えてきました。今後も継続して行うとともに、思いやりの心を育み、よさを認め合う魅力ある学級・学校を目指して

いきます。また、「心のアンケート」や「いじめアンケート」を定期的に実施したり、日常の小さなサインを見逃さず職員間で共有したり、保護者の方や関係機関等との連携を図っ

たりして、いじめの未然防止に努めていきます。

◆【１２】「将来の夢や目標をもっている」は、前回より低くなった項目です。小学生のこの時期は『進路の探索・選択にかかる基盤形成の時期』と言われています。自分は何が

得意で、何に興味・関心があるのかなど、いかに自分みつけができるかが大事になってきます。夢や希望、あこがれをもち、自らの将来の生き方について考えられるように、中

小応援団の方々をはじめとする地域で活躍されている魅力ある方々の話を聞く機会を引き続き設けていきます。また、【７】にある「めあてや目標など、がんばることを決めて

チャレンジする」については、マイチャレンジを推奨していくことで、目標に向かって取り組むたくましさを育み、やりきったときの達成感を味わうなどキャリア教育の推進を図って

いきます。


